
宮津市立図書館読書週間行事 

大型紙芝居を楽しむおはなし会  

  令和 5年１１月 3日（金）午後２時～午後３時３０分 

内 容  大型紙芝居『蘭方医新宮凉庭物語』  

語り：森山道子さん  

       「凉庭時代の医師の姿」  解説：宮津市教育委員会学芸員 

場 所  宮津市福祉・教育総合プラザ 第１コミュニティルーム（ミップル３階） 

入場無料  定員 90名（申込制・先着順）10月３日から受付（10月 25日締切） 

 

お申し込み多数の場合、宮津市民の方の参加を優先させていただきます。 

・紙芝居の紹介・ 

 
 

 

※大雨等の警報が発令された時は、予告なく中止することがありますのでご了承ください。 

※駐車場は、浜町立体駐車場（５時間無料）をご利用ください。 

問い合わせ・申込み先  宮津市立図書館 TEL 0772-22-2730 

氏名・住所・連絡先を明記の上、図書館カウンターまたは、ＦＡＸ・メールで申込。 

  FAX 0772-22-2520     E-mail book＠city.miyazu.kyoto.jp 

10月 27日～11月 9日は読書週間   2023第 77回読書週間標語 〝私のペースで しおりは進む〟 

 

参加者氏名（フリガナ） 住所 連絡先 

   

   

   

宮津市立図書館読書週間行事 11月 3日「大型紙芝居を楽しむおはなし会」申込用紙

宮津市立図書館のカウンターまたは、FAX・メールでお申込みください。

宮津市由良生まれの医師新宮凉庭（1787～1854）は漢方

医学に限界を感じます。そんな時。目にしたオランダ人医

師ゴルテル著『西説内科撰要』を読み、ぜひ長崎に行って

西洋医学を学びたいと決心します。24 歳の時由良を出発

し、山陽道で文人たちと交わり、診察を続けながら留学の

費用を蓄えました。28歳で長崎に着き、４年間、30人に

も及ぶ医師や学者の下で修業します。京都で開業後、私財

を投じ、南禅寺前に『順正書院』という京都で初めての本

格的な西洋医学校を創り、多くの若者を優秀な医師へと育て

ました。 

新宮凉庭の夢とそれを支える原動力はなんだったので

しょうか。  
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